
特別セミナー：神経疾患の緩和ケア 

Palliative Care in Neurology, current perspectives and problems (Running title) 
Speaker: Dr. David Oliver 

 

日時：2006 年 12 月 4 日（月曜日）18:00-19:15  
場所：統合脳機能研究センター６F セミナーホール（新潟大学脳研究所） 
 
Dr. David Oliver は“Palliative care in amyotrophic lateral sclerosis” (Oxford University Press) 
の編集者で、英国の緩和ケアの第一人者です。

神経疾患の緩和ケアにおいて研究業績を上げ

ている方です。今回、第 17 回 ALS/MND 国際

シンポジウム

http://www.jade.dti.ne.jp/~jalsa/2006sympo/welc
om.html で来日（招聘：葛原茂樹三重大学教授）

されましたが、緩和ケアで議論されてきた内

容のうち特に、神経疾患領域の緩和ケアにつ

いて講演していただくことになりました。ま

た、Palliation と Voluntary euthanasia の難しい

問題をも議論していただけると思っています。

ご関心のある、医師、看護師、保健師、倫理

学、哲学、社会学などの研究者や臨床家のご

参加をお待ちします。 

内容 

主催者挨拶（18：00）：西澤正豊（新潟大学脳研究所） 
司会, 中島孝（国立病院機構新潟病院） 

Title: Palliative Care in Neurology, current perspectives and problems  
－ Palliation vs. Voluntary euthanasia (running title) 

Speaker: Dr. David Oliver 
Honorary Senior Lecture, Kent Institute of Medicine and Health Sciences, University of Kent 
at Canterbury, Consultant Physician in Palliative Medicine, Wisdom Hospice, Rochester, UK 

 
参加費：無料 
問い合わせ先： 
新潟大学脳研究所 神経内科 総括医長、五十嵐修一、igarashi@bri.niigata-u.ac.jp 
国立病院機構新潟病院「特定疾患患者の QOL の向上に関する研究班」事務局、 
岩崎広子、hiwasaki@niigata-nh.go.jp 
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